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伊予市では、直近で平均すると年間６人の自殺

者がいます。また自殺死亡率は、国や県を上回っ

ている年もありました。一人一人の気づきと行動

が自殺を防ぐことに繋がります。本紙が、市全体

での自殺対策について知る おまもり になれば

嬉しいです。 

 

 

 

計画の趣旨 

自殺に追い込まれるという危機は「誰にでも起こ

りうる危機」と言えます。そのため、自殺対策は、保

健・医療・福祉・教育・労働その他の関係機関との連

携が図られ、「生きることの包括的な支援」として実

施する必要があります。 

これまで伊予市においては、地域全体で自殺対

策に取り組み、「誰も自殺に追い込まれることのな

い伊予市の実現」を目指して、2019（平成 31）年 

３月に「伊予市自殺対策計画」を策定し、自殺対策

に取り組んでまいりました。この度、計画期間満了

を迎えることから、現状分析や国の基本方針を踏

まえ、「第２次伊予市自殺対策計画」を策定し、期

間を 2025（令和７）年度から 2030（令和 12）

年度までとし、伊予市における自殺対策の拡充を

目指します。 

 

伊予市の現状 

 

 

 

 

 

 

 

※自殺死亡率は人口 10万人当たりの自殺者数。 

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 
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市全体でいのちを守るための連携体制イメージ 目標数値と基本理念 

 

伊予市では、前計画において国の方針を踏まえ、

2028（令和 10）年の自殺死亡率を 2017（平成 29）

年と比べて 30％以上減少させることを目標に掲げて

きたことから、本計画も引き続き自殺死亡率を14.8以

下にすることを目標とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点施策 

目標数値と基本理念を実現するために、７つの重点施策を掲げて取り組みます。 

 

１ 地域におけるネットワークの強化  ２ 自殺対策を支える人材育成と意識啓発 
 

３ 生きることの促進要因への支援 
 

４ 子どもや子育て家庭への支援 

関係機関による「伊予市自殺対策計画策定審議会」と

庁内関係課による「伊予市自殺対策計画推進庁内検討

会議」を開催し、相互の連携と共同を図りながら、地域

全体で自殺対策を推進します。 

 
ゲートキーパー養成講座や研修会等を実施すること

で、様々な場面で悩んでいる人に気づき、声をかける

ことのできる人材育成に努めます。また、自殺に関する

正しい知識の普及や自殺対策について効果的な周知・

啓発を行うことで、一人一人の意識を高めます。 

 心身の健康づくりに向けたこころの健康相談等の

相談対応の場を提供するだけではなく、ひきこもり支

援や障がい者への虐待対応など、生きづらさを抱え

ている人に「生きることの促進要因」を提供するため

の支援を行います。 

 自分自身を大切にすることやストレスとのつきあい方

等を学ぶＳＯＳの出し方に関する教育の実施、スクール

カウンセラーやスクールソーシャルワーカーの派遣な

ど、学校を中心とした子どもや若者を見守り支える体制

の構築に努めます。また、子育て家庭が普段の暮らしの

中で抱え込んでしまう不安や負担を解消するため、生活

支援や訪問事業などを実施し、市民が将来に希望を持

てる地域づくりを行います。 

      

５ 高齢者への支援  ６ 生活困窮者への支援  ７ 勤務問題の解消に向けた支援   

市が構築する地域包括ケアシステムと連動しながら、

認知症や介護予防に向けた支援、生きがいづくり・居場

所づくり等の孤立しないための支援を行い、全ての高齢

者が最期まで自分らしく暮らすことのできる地域づくり

を行います。 

 
近年、複雑化・多様化している様々な課題を抱える

人が生活困窮を理由に自殺に至らないよう関係機関と

連携し、生活困窮者自立支援事業や相談業務等によ

り、個々のケースに応じた細やかな対応を行います。 

 働く方々の心身の健康を守るため、職場における

ストレスチェックや、市広報紙を活用し長時間労働・メ

ンタルヘルスについて発信する等、地域における勤務

問題の解消の働きかけを行います。 
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基準値 （平成 29年） 

 

14.8 以下 

目標値 （令和 10年） 

誰も自殺に 

追い込まれることのない 

伊予市の実現 

基
本
理
念 

基
本
理
念 

地域包括支援センター 中予保健所 

社会福祉協議会・生活相談支援センター・相談支援事業所 

愛媛県心と体の健康センター 

 

愛媛産業保健総合支援センター 

 

伊予商工会議所、双海中山商工会 

 

小・中学校、高等学校 

 

伊予警察署 

 

伊予医師会 

 

伊予消防署 

 

伊予歯科医師会 

 
愛媛県司法書士会 

 

食生活改善推進協議会 

 
精神保健ボランティアグループ 

 

民生児童委員 

 

高齢者見守り員 

 
いよし健康づくりの会 

 
老人クラブ連合会 

 

学識経験者 

 

地域には 

 いのちを守る協力者 が 

たくさんいます 

市民 

伊予市 
庁内検討会議（関係部課長） 

策定審議会（市内関係者等） 

 
 
 
 
 
 
 
 

計画の詳細はこちら 
心の健康づくり 

イメージキャラクター 

「こころちゃん」 



 

 

こころに関する相談窓口 
 

伊予市保健センター  中予保健所  愛媛県心と体の健康センター 

月～金曜日 8：30～17：15 
(来所相談は要予約) 

☎ 089-983-4052 

 月～金曜日 9：00～17：00 
(来所相談は要予約) 

☎ 089-909-8757 

 月～金曜日 8：30～17：15 
(来所相談は要予約) 

☎ 089-911-3880 

 

こころのダイヤル 
(愛媛県心と体の健康センター) 

 こころといのちのライン相談 
(愛媛県) 

 NPO法人 
松山自殺防止センター 

月・水・金曜日 
9：00～12：00 
13：00～15：00 

☎ 089-917-5012 

 
日・水・木曜日 
18：00～22：00 
（最終受付 21：30） 

LINEのアカウントに 

つながります▶ 

 月・水・金曜日 20：00～23：00 

☎ 089-913-9090 

 
≪自死遺族のつどい≫ 
毎月第1土曜日13：30～16：00 

☎ 089-941-1890 

 

社会福祉法人 
愛媛いのちの電話 

 ＃いのち SOS  よりそいホットライン 

毎日 12：00～24：00 

☎ 089-958-1111 

 24時間 

☎ 0120-061
お も い

-338
さ さ え る

 

 24時間 

☎ 0120-279
つ な ぐ

-338
さ さ え る

 

 

市民のみなさまへ 
 

ゲートキーパーをご存知ですか？ 

ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、声をかけてあげられる人のことで、

「いのちの門番」とも位置付けられています。誰でもゲートキーパーになることができ

ます。ゲートキーパーは「変化に気づく」「じっくり耳を傾ける」「支援先につなげる」

「温かく見守る」という４つの役割が期待されます。 

市民向けのゲートキーパー養成講座を開催する場合は、広報紙や市ホームページ

等で周知しています。簡単な講座ですので、お気軽に受講してください。 

 
 
 
 

自分のストレスサインに気づく  ゲートキーパー養成講座を積極的に受講する 

セルフケアを身につける  身近な人の悩みに気づき、話を聞き、支援先につなげ、見守る 

自分が安心できる居場所を作る  自殺の問題やこころの病は「誰にでも起こりうること」 

という意識をもち、偏見をなくす 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

厚生労働省HP 
ゲートキーパーになろう 

今日からあなたにできること 

伊予市 市民福祉部 健康増進課 
〒799-3127 愛媛県伊予市尾崎３-１   

☎089-983-4052（代表） FAX 089-983-5295 


